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（☎�５５０１）

　
『
貸
借
対
照
表
』
は
、
企
業
の
財
政
状

況
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
保
有
す
る
全
て

の
『
資
産
』
、
『
負
債
』
、
『
資
本
』
を

分
け
て
表
示
し
た
決
算
資
料
の
一
つ
で
、

賃
借
対
照
表
で
は
、
ど
の
よ
う
な
資
産
が

あ
る
の
か
、
ま
た
、
そ
の
資
産
に
対
し
て

　
安
定
し
た
水
の
供
給
を
維
持
す
る
た
め

に
は
、
必
要
に
応
じ
、
浄
水
場
や
配
水
管

な
ど
の
水
道
施
設
を
整
備
し
、
老
朽
化
す

る
施
設
を
計
画
的
に
更
新
す
る
必
要
が
あ

ど
れ
だ
け
の
部
分
を
負
債
で
賄
っ
て
い
る

か
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

り
ま
す
。
整
備
に
は
、
多
く
の
資
金
が
必

要
と
な
る
た
め
、
国
な
ど
か
ら
借
り
入
れ

を
行
っ
て
お
り
、
水
道
料
金
の
一
部
か
ら

返
済
し
て
い
ま
す
。
水
道
事
業
で
は
、
こ

の
借
入
金
を
「
企
業
債
」
と
呼
ん
で
い
ま

す
。

　
平
成
30
年
度
末
現
在
で
企
業
債
残
高
は
、

44
億
２
千
194
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
企
業
債
は
、
財
政
負
担
の
軽
減

や
、
将
来
利
用
す
る
市
民
に
も
公
平
に
負

担
し
て
も
ら
う
と
い
う
目
的
か
ら
、
長
期

の
計
画
で
返
済
し
て
お
り
、
企
業
債
残
高

を
給
水
人
口
１
人
当
た
り
に
換
算
す
る
と

９
万
３
千
499
円
に
な
り
ま
す
。

　
平
成
30
年
度
は
、
収
益
的
収
支
で
４
千

190
万
円
の
純
利
益
を
確
保
で
き
た
も
の
の
、

給
水
人
口
の
減
少
に
伴
う
年
間
給
水
量
の

減
少
な
ど
に
よ
り
、
平
成
29
年
度
と
比
較

す
る
と
、
２
千
165
万
円
、
34
・
07
％
の
大

幅
な
減
少
と
な
っ
て
お
り
、
ま
た
、
資
本

的
収
支
に
つ
い
て
は
、
例
年
と
同
様
に
生

じ
た
不
足
額
を
収
益
的
収
支
で
生
じ
る
損

益
勘
定
留
保
資
金
な
ど
で
補
て
ん
し
て
い

る
こ
と
か
ら
、
今
後
も
経
営
環
境
は
よ
り

一
層
厳
し
く
な
る
も
の
と
予
想
さ
れ
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
現
状
を
踏
ま
え
、
平
成
31
年

４
月
１
日
に
、
今
後
４
年
間
の
事
業
運
営

に
最
低
限
必
要
な
水
道
料
金
の
改
定
を
行

い
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
４
年
間
は
健
全

な
経
営
が
見
込
ま
れ
る
一
方
で
、
給
水
人

口
の
減
少
や
節
水
型
社
会
へ
の
移
行
に
よ

る
給
水
収
益
の
減
少
、
将
来
を
見
据
え
た

建
設
投
資
の
増
加
も
見
込
ま
れ
、
厳
し
い

経
営
状
況
が
依
然
と
し
て
続
く
も
の
と
思

わ
れ
ま
す
が
、
支
出
の
削
減
や
未
収
金
の

解
消
な
ど
、
経
営
努
力
を
行
い
、
経
営
健

全
化
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
市
は
、
今
後
も
水
道
事
業
の
経
営
状
況

な
ど
に
つ
い
て
、
広
報
紙
な
ど
で
市
民
の

皆
さ
ん
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
の
で
、
水
道

事
業
へ
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

平成30年度に実施した主な水道施設工事

区　分 工　事　内　容 事業費
（消費税を含む）

送配水管
新設工事

水道水の安定供給を図るため幹
線となる配水管などの設置工事
を行いました。

666万円

送配水管
改良工事

赤水発生の解消や地震などの災
害に強い水道施設の整備を図る
ため、老朽化した配水管の改良
（更新）工事を行いました。

1億1,189万円

水道
メーター
取替工事

計量法で定められている水道メ
ーターの取り替え（８年ごと）
の工事を行いました。

3,996万円

貸借対照表
区　　分 金　　額 区　　分 金　　額

 

資
産 

固定資産 76億6,182万円
固定負債 41億3,383万円

 

負
債 

企業債 41億3,297万円

有形固定資産
（建物・配水管・水
道メーターなど）

76億6,163万円
その他固定負債 86万円
流動負債 5億　　441万円
企業債 2億8,897万円

無形固定資産
（電話加入権） 19万円

未払金 1億3,714万円
前受金 57万円

流動資産 7億4,930万円
引当金 922万円
その他流動負債 6,851万円

現金預金 6億7,587万円繰延収益 6億8,783万円

 

資
本 

未収金
（未納水道料金）
※�貸倒引当金除く。

7,243万円
長期前受金 17億1,634万円
収益化累計額 △10億2,851万円

貯蔵品
（たな卸資産）

97万円
資本金 24億9,828万円
剰余金 5億8,677万円

その他流動資産 3万円
資本剰余金 1,965万円
利益剰余金 5億6,712万円

資　産　合　計 84億1,112万円 負債・資本合計 84億1,112万円

（平成31年３月31日現在） 財
産
の
状
況

企
業
債
の
状
況

今
後
の
見
通
し
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